
令和６年度危機対策課活動内容（R6.7.17現在） 内部資料

R6.7.17
課内の方向性

・防災人材の育成：地域防災マスターや防災士を育成し、地域の防災活動をけん引するリーダーの育成・組織化を図る ⇒ 防災士２名取得

・町内会組織を中心とした自主防災組織化：町内会組織の防災部局と連携し、自主防災組織化を目指す。将来的には自主防災組織が防災リーダーの支援の
もと、自律的に避難訓練等の地域の防災活動を担う。⇒ 町内会出前説明会（５回）実施、今年度中に防災講話（外部講師）予定

・防災関係機関等との連携強化：各団体との連絡体制、情報共有、連携協定の確立 ⇒ イベント参加（下記写真のとおり）その他は未実施

・危機管理対応力の強化：職員向け研修、資格取得の促進、訓練の実施、防災DXの推進等 ⇒ ５月・7月・８月（職員研修）、１日防災学校（10/3）

・災害備蓄品の整備：寒冷期や女性、プライバシー等に配慮した備蓄品の整備 ⇒ ダンボールベット・パーテーションの必要性、ストーブ等の購入予定

・避難場所、避難方法の明示 ⇒ R7.2に災害対策本部・避難所設置、運営、ボランティア受入体制などの災害訓練を予定（課題の抽出）

実施・参加事業

総合訓練① 総合訓練② 危機対策課初動訓練 自衛隊防災講話

町内会説明会① 町内会説明会② 防災イベント① 防災イベント②



やくも防災フェスタ2025（案）：防災会議提供資料（ 内部資料

R6.7.17
事業目的

・八雲町開町20周年記念事業「やくも防災フェスタ2025」

事業の概要

◆事業名：八雲町開町20周年記念事業「やくも防災フェスタ2025」

・防災訓練とは異なる、家族で楽しみながら防災について学ぶことができる
体験型のイベント（展示品による教育・スタンプラリーなど）

・防災備蓄品の展示（町民・町外の方に、防災用品を身近に感じていただく）

・場所 : 八雲分屯基地または、遊楽部公園（未定）

・日程 ：八雲分屯基地創立48周年記念行事同日開催または、R7.8.31

・内容 ：防災関連用品展示（スタンプラリーによる周遊イベント）
防災関連団体による体験イベント
防災関連団体による実動訓練（消防・警察・自衛隊による訓練）

・参集 ：八雲町防災会議委員及び災害時協定締結先（団体・企業）
例：八雲町危機対策課・八雲町消防本部・八雲警察署・八雲分屯基地・気象台

函館開発建設部・北海道電力ネットワーク・協定先ほか

・主催 : やくも防災フェスタ実行委員会（八雲町防災会議）

・その他 : 八雲分屯基地による炊き出し体験（空揚げカレー）
防災非常食試食・非常食等を販売（予定）

事業のイメージ

 : 各種団体の入隊促進、企業PRブースなど展示

イベントイメージ図
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